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①愈･きのとうをみじん切りにします。
②薄力粉に重曹を混ぜて、′ふきのとう、 "=、 砂糖、 みそを入れ水でこねます。
③②を小判型にして、 フライパンやホットプレートにサラダ油を敷いて焼きます。
謝りンポイント＼,祭

ふきのとうの代わりに長ねぎ、 とうがらし、 ゆずの皮などでも良いです。
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--= 山野に自生し
、

日陰気味で湿気の多い所を好みます
。平地では2 ･ 3月。

山地では3 ･ 4月です。
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